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                  第 2回 授業参観の予定 
                             ６月１日(土) １時３０分～     

    休日参観・クラブ参観 ・クラブ懇談 

 

平成２５（２０１３）年 ５月 １日 

貝塚市立第二中学校（☎422－1532） 

         校長 佐嶋 公代 

ＮＯ．１５４ 

【今年度の体制】 

1年代表【亀井】  2年代表【森下】  3年代表【南川】 

【学級担任】 
１－１澤田（英語） ２－１出光 (国語) ３－１倉永 (技術) 
１－２竹田 (国語) ２－２宮下 （英語） ３－２川端 (数学) 
１－３谷  (社会) ２－３松本 (数学) ３－３南川 (数学)   
１－４甲田 (英語) ２－４古田 (体育) ３－４高田 （英語） 
１－５宅田 (体育) ２－５押方 (体育)  ３－５坂口  (体育) 

 ２－６中島 (英語) ３－６ 桂 （理科） 
 

なかよし学級： 上田  平野  秋田 
ステップアップ教室・市通級指導教室：免田 

 
【副担任 １年】 
1－1・２高瀬（数学)  1－３ 泉(数学)  1－４・５亀井(理科) 

【副担任 ２年】 
２‐1  藤井（社会) ２‐２ 金持(理科) ２‐3・４ 丸山（家庭） 
 ２‐５・６ 森下(国語)    
【副担任 3年】  
３－１大橋(音楽) ３－２ 中澤(美術) ３－３・４ 小谷(国語)  
３－５・６ 有本（社会） （介助員）西村 

 
【全体の仕事】 
校長：佐嶋  教頭：山本貞  教務：友金(理科) 

人権教育：参河(国語) 生徒指導主事・生徒会主担：松井(数学)  

進路・学力推進：山口(英語)  道徳：有本  

保健室：牧野・川崎  不登校対応：坂口・西出 庁務員：土橋 

学校事務：堀川・永瀬   泉南地区人権教育：西出    

コミュニティ会議：友金・中澤   保健主事：宅田 

 教科指導：堀内(社会) 西出（数学）中原（国語）井上（社会） 

スクールカウンセラー：山本雅 スクールソーシャルワーカー：石丸 

特別支援コーディネーター：中澤 

 
“習慣は身を助ける・・・” 
 

   遅刻者が増えています！！ 
 

新入生を迎え、さわやかに新学年をスタートしましたが、「生徒

指導だより」でお知らせしたように、朝、遅刻してくる生徒たち

の増加のペースが、例年に比べ早いようです。就職が厳しい社会

の情勢を考えると、将来の進路のことがとても気になるところで

すが、卒業生の動向から考えてみても、遅刻が常習となってしま

った生徒たちは、高校生活においても遅刻から休みがちになり、

成績不振に陥り、やっとの思いで入学した高校を中退してしまっ

たり、就職の方も長続きしない傾向にあるようです。反対に、中

学校時代、「遅刻は絶対にしなかった」生徒は、たとえ勉強が嫌い

であったとしても、その後の進路において職場での信頼を得てし

っかりと活躍しているケースが多いように思えます。「時間を守

る」「約束を守る」は社会人としての基本であり、とても大切なこ

とです。一度、遅刻してしまうと、ついついが重なって常習とな

り、いつのまにか「時間を守ること」「遅刻すること」を何とも思

わなくなり、人からの信用を失ってしまうことになるのです。 

「習慣は身を助ける」とはよく言ったものです。ご家庭でも遅

刻しないよう働きかけをよろしくお願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

今年度も 

「わかりやすい授業」をめざして・・・ 
    各教科で工夫をしています 
  

よりわかりやすい授業をめざして、この授業で何を学んで欲しい

いのか、板書やノートづくり、授業の終わりの振り返り等の工夫を

書く授業で考えています。ご家庭でも、お子様のノートを時々見て

いただき、学習のポイントをきちんとつかめているか、宿題や連絡

事項をきちんとメモできているかなど、声をかけてあげて下さい。 

【昨年度より、全教科で工夫しようとしていること】 

 ①「学習のめあて」を提示し、この授業で何を学習するのか、つ

かんで欲しいポイントを明確にする。 

②黒板に「学習のめあて」やぜひ覚えて欲しい事項をわかりやす

い色チョーク（オレンジ・黄緑）で書き、授業のポイントが一

目でわかるように示す。 

③黒板の左横に、小さな連絡黒板を取り付け、教科からの宿題や

連絡を記入し、どの教科でどんな宿題が出されているのか、い

つもわかるようにする。 

  

“習慣は身を助ける・・・”その２ 
  

   「はきものをそろえると 
心もそろう」 

 

 今年度に入って、感心しているのが、どの学年も靴箱の整理・整頓

がとてもきれいなこと・・・。（人知れず、そっとみんなの靴をそろ

えてくれている先生または生徒のみなさんがいるのでしょうね。） 

とくに3年生は、本当にきれいに整っていて、下校時の上靴もとても

きれいに整えられています。 

3年生は、今、それぞれの進路に向けてこつこつと頑張りだしてい

ます。靴箱の様子は「心を整えて、しっかり頑張りだした3年生の心

の表れ」であって欲しいと思います。「はきものをそろえると、心も

そろう」と言われますが、靴がひっくり返っているということは、心

も乱れているということなのです。心が落ち着いていると何でもでき

るようになります。では、心を落ち着けるためには、どうしたらよい

のでしょうか。まずは脱いだはきものをそろえることから頑張る！ 

普段やっている何気ないことをきちんとやることが、心の落ち着き

を生むことにつながるのです。 

 

 

 
 

 

ぜひ、参観して
あ げ て 下 さ
い！！ 

 


